
【本採用医薬品】 7品目

薬品名 一般名 規格・単位
製薬会社

名
分類番号 薬効 区分 備考

ソグルーヤ皮下注10mg
1.5mL

ｿﾏﾌﾟｼﾀﾝ（遺伝子組
換え）

10mg1.5ｍL1
ｷｯﾄ

GSK 2412
長時間作用型ヒト成長ﾎﾙﾓﾝｱﾅﾛｸﾞ製
剤

院外限
定採用

プラケニル錠200mg ﾋﾄﾞﾛｷｼｸﾛﾛｷﾝ硫酸塩 200mg1錠 ｻﾉﾌｨ 3999 免疫調整剤
院外限
定採用

モノヴァー静注1000mg ﾃﾞﾙｲｿﾏﾙﾄｰｽ第二鉄
1000mg10ｍ
L1瓶

日本新薬 3222 鉄化合物製剤（有機酸鉄を含む） 両採用

オランザピンＯＤ錠2.5mg「JG」 ｵﾗﾝｻﾞﾋﾟﾝ 2.5mg1錠
 日本ｼﾞｪ
ﾈﾘｯｸ

1179
 抗精神病剤・双極性障害治療剤・制
吐剤

両採用

イミフィンジ点滴静注500mg
ﾃﾞｭﾙﾊﾞﾙﾏﾌﾞ(遺伝子
組換え)

500mg10mL1
瓶

ｱｽﾄﾗｾﾞﾈ
ｶ

4291
抗悪性腫瘍用剤
(免疫ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ阻害薬：抗PD-L1抗
体)

両採用

ツムラ呉茱萸湯エキス顆粒
（31）

呉茱萸湯エキス 2.5g/包 ﾂﾑﾗ 5200 漢方製剤
院外限
定採用

ツムラ温経湯エキス顆粒(106) 温経湯エキス 2.5g包 ﾂﾑﾗ 5200 漢方製剤
院外限
定採用

【試採用医薬品】 20品目

薬品名 一般名 規格・単位
製薬会社

名
分類番号 薬効 備考

ロイコボリン錠５ｍｇ ﾎﾘﾅｰﾄｶﾙｼｳﾑ 5mg1錠 ﾌｧｲｻﾞｰ 3929 抗葉酸代謝拮抗剤 両採用
ﾛｲｺﾎﾞﾘﾝ注納入困

難なため

デベルザ錠20ｍｇ ﾄﾎｸﾞﾘﾌﾛｼﾞﾝ水和物 20mg 1錠  興和 3969 ２型糖尿病治療剤
院外限
定採用

オンボー点滴静注300mg
ﾐﾘｷｽﾞﾏﾌﾞ(遺伝子組

換え)
300mg15mL1

瓶
日本ｲｰﾗ

ｲﾘﾘｰ
2399

ﾋﾄ化抗ﾋﾄIL-23ｐ19ﾓﾉｸﾛｰﾅﾙ抗体製
剤

両採用

メトリジンＤ錠２ｍｇ ﾐﾄﾞﾄﾞﾘﾝ塩酸塩 2mg1錠
 大正製

薬
2160  低血圧治療剤

院外限
定採用

ﾒﾄﾘｼﾞﾝ錠2mg後発
検討中

フォゼベル錠5mg,10mg,20mg
,30mg

テナパノル塩酸塩
5mg,10mg,20
mg ,30mg/1錠

協和キリ
ン

2190 高リン血症治療
院外限
定採用

ロゼックスゲル０．７５％ メトロニダゾール 15g本 マルホ 2699 がん性皮膚潰瘍臭改善・酒さ治療剤
院外限
定採用

エクラープラスター20μg /c㎡
プロピオン酸デプロド

ン
(1.5mg)7.5cm

×10cm
久光製薬 2646 外用副腎皮質ホルモン剤

院外限
定採用

ロコイドクリーム0.1％ 酪酸ヒドロコルチゾン -
 鳥居薬

品
2646  外用副腎皮質ホルモン剤

院外限
定採用

デュアック配合ゲル
クリンダマイシンリン
酸エステル水和物・
過酸化ベンゾイル

10g本 ｻﾝﾌｧｰﾏ 2699 尋常性ざ瘡治療配合剤
院外限
定採用

マーカイン注脊麻用0.5％等
比重

ﾌﾞﾋﾟﾊﾞｶｲﾝ塩酸塩水
和物

0.5%4mL1管
ｻﾝﾄﾞﾌｧｰ

ﾏ
1214  脊椎麻酔剤 (ｷｼﾘｼﾞﾝ系製剤) 両採用 ﾃﾄｶｲﾝの代替

更年期障害、月経不順、月経困難症等に使用。
体力の低下した冷え症の人で、手足のほてりや口唇の渇きを訴える場合に効果が期待できる。

汎下垂体機能低下症の患者に成長ホルモン補充のために使用している。使用量増加のため、10mg製剤継続使用をお願いしたい。

SLE患者さんに対して、徳島大学膠原病内科からの提案もあり、使用している。

消化管出血を含めて、鉄欠乏性貧血に使用している。

癌患者さんの緩和ｹｱの一助に使用されていた。今後も使用する可能性がある。

切除不能胆管癌の第一選択薬として、胆管癌の化学療法治療に、また、肝臓癌への化学療法治療に必要です。

新しい機序の高リン血症治療薬

酒皶に対する新規の外用治療薬である。酒皶に対しては、主にステロイドの外用が行われてきたが、ステロイド皮膚症を誘発するため治療に難渋することが多い。ロゼックスゲルは、メトロニダ
ゾールの外用剤だり、特に副作用もなく酒皶への有効性が認められている。

連　絡　事　項
令和6年4月15日

令和6年4月11日の薬事委員会で以下の医薬品申請、削除、後発変更が承認となりました為、お知らせ致します。

メトジェクト（MTX）のロイコボリンレスキューのため。

薬事委員会委員長

習慣性偏頭痛、習慣性頭痛・嘔吐に使用。
比較的体力の低下した冷え症の人の反復性に起こる激しい頭痛に用いる。

デベルザの血中半減期は5.4時間と比較的短いことから、日中は尿糖をより多く排泄し、夜間は尿等排泄がマイルドになるという特徴をもつことから、夜間頻尿が問題となる患者や、夜間低血
糖のリスクのある高齢者等への有用性が期待できる。

これまで使用していたステロイドのテープ製剤であるドレニゾンテープが製造中止となった。ステロイドのテープ剤は亀裂を伴う湿疹病変や苔癬化を伴う病変に有効であり、ドレニゾンテープの
代替品としてエクラーテープを申請する。

潰瘍性大腸炎に対して使用される生物学的製剤の中でも、排便回数を減らす効果が証明されている。
排便回数が多いため、QOLが低下している患者に試験的に投与を考慮している。

起立性調節障害に対してメトリジン錠を使用しているが、起床時に気分不良等で飲水が困難なため、D錠の採用をお願いしたい。

幼児から小児の湿疹病変、アトピー性皮膚炎に対しては、マイルドなステロイドから外用剤を用いる。ロコイドクリームはこのクラスで使用でき、クリーム基剤のステロイドであり、べたつかないた
めこれからの季節でも湿疹病変の治療約に非常に有用となる。

尋常性ざ瘡の治療薬としては、抗生剤の外用剤が用いられてきたが、効果は不十分なことも多く経験する。本製剤は、抗生剤（クリンダマイシン）に加え、抗炎症作用を有する過酸化ベンゾイ
ルを配合しており、従来の治療薬よりも高い有効性が得られている。



タゾピペ配合静注用2.25「明
治」

 ﾀｿﾞﾊﾞｸﾀﾑﾅﾄﾘｳﾑ・ﾋﾟ
ﾍﾟﾗｼﾘﾝﾅﾄﾘｳﾑ

2.25ｇ1瓶
MeijiSeika

ﾌｧﾙﾏ
6139

 β－ラクタマーゼ阻害剤配合抗生物
質製剤

両採用 規格追加

ゴービック水性懸濁注シリンジ

沈降精製百日せきｼﾞ
ﾌﾃﾘｱ破傷風不活化
ﾎﾟﾘｵﾍﾓﾌｨﾙｽｂ型混

合ﾜｸﾁﾝ

0.5mL1筒

一般財団
法人阪大
微生物病
研究会

6361 ワクチン・トキソイド混合製剤 両採用
ｱｸﾄﾋﾌﾞ、ﾃﾄﾗﾋﾞｯｸ対
象者がいなくなれば

削除

ソグルーヤ皮下注15mg
ｿﾏﾌﾟｼﾀﾝ(遺伝子組

換え)
15mg1.5mL1

ｷｯﾄ
GSK 2412

長時間作用型ﾋﾄ成長ﾎﾙﾓﾝｱﾅﾛｸﾞ製
剤

院外限
定採用

規格追加

バクニュバンス水性懸濁注シ
リンジ

沈降15価肺炎球菌
結合型ﾜｸﾁﾝ(無毒性
変異ｼﾞﾌﾃﾘｱ毒素結

合体)

0.5mL1筒 MSD 6311 細菌ﾜｸﾁﾝﾝ類 両採用
今後、20価PCV発
売となれば切替検

討

フェスゴ配合皮下注 ＭＡ

ﾍﾟﾙﾂﾏﾌﾞ(遺伝子組換
え)・ﾄﾗｽﾂﾏﾌﾞ(遺伝子
組換え)・ﾎﾞﾙﾋｱﾙﾛﾆ
ﾀﾞｰｾﾞｱﾙﾌｧ(遺伝子

組換え)

10mL1瓶 中外製薬 4291
抗悪性腫瘍剤／抗ＨＥＲ２ヒト化モノク
ローナル抗体・ヒアルロン酸分解酵素

配合剤
両採用

フェスゴ配合皮下注 ＩＮ

 ﾍﾟﾙﾂﾏﾌﾞ(遺伝子組
換え)・ﾄﾗｽﾂﾏﾌﾞ(遺伝
子組換え)・ﾎﾞﾙﾋｱﾙﾛ
ﾆﾀﾞｰｾﾞｱﾙﾌｧ(遺伝子

組換え)

15mL1瓶 中外製薬 4291
抗悪性腫瘍剤／抗ＨＥＲ２ヒト化モノク
ローナル抗体・ヒアルロン酸分解酵素

配合剤
両採用

ツムラ女神散エキス顆粒（67）  女神散ｴｷｽ 2.5g包 ﾂﾑﾗ 5200 漢方製剤
院外限
定採用

【緊急試採用医薬品】

薬品名 一般名 規格・単位
製薬会社

名
分類番号 薬効 備考

ツムラ葛根湯加川きゅう辛夷
エキス顆粒

葛根湯加川きゅう辛
夷エキス

2.5g包 ﾂﾑﾗ 5200 漢方製剤
院外限
定採用

【削除決定医薬品】 4品目

薬品名

アスコルビン酸注射液１００ｍｇ
「日医工」

残 0

アプレース錠100mg 残 135錠
ネリゾナソリューション0.1% 残 50ｍL
ミリステープ5mg 残 44枚

以上

投与時間による患者負担を減らすため。

-

2028/5

在庫数 期限

週1回の投与で、これまでの週6～7回投与製剤と同等の効果が期待できる為、採用をお願いしたい。

新しくできた肺炎球菌ﾜｸﾁﾝで、現行のﾜｸﾁﾝ（ﾌﾟﾚﾍﾞﾅｰ）より、2種血清型が多い15価ﾜｸﾁﾝである。現行のﾜｸﾁﾝの血清型は全て含まれており、より多くの血清型に対する抗体獲得が期待でき
る。

2025/11、2026/1
2024/9、2025/8

のぼせとめまいを伴う更年期症状、神経症に用いる。

鼻づまり、蓄膿症、慢性鼻炎に使用。比較的体力のある人で、鼻閉・鼻漏・後鼻漏などの鼻症状が慢性化した場合に用いる。

テトカインが製造販売中止となるため

現在、タゾピペ4.5g製剤を採用しているが、腎機能低下患者に対して、減量して使用することも多く、2.25g製剤により、コストと調剤の手間も軽減できると考える。

4種混合ワクチンとHibワクチンが合体したワクチンであり、接種回数が減らせることで、患者、医療者の負担が軽減できる。

投与時間による患者負担を減らすため


